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研究成果の概要（和文）：地域一般住民における腹部肥満、メタボリックシンドローム、高感度

CRP と尿中微量アルブミンとの関連について検討を行った。腹部肥満や MetS に該当しさらに高

感度 CRP が高値を示すものが、腹部肥満単独やメタボリックシンドローム単独、CRP 高値単独

よりも微量アルブミン尿に対するハイリスク者であることが示され、腹部肥満やメタボリック

シンドロームに高感度 CRP を組み合わせることによって特定健診・特定保健指導においてもよ

り効果的な抽出・指導に役立つ可能性が示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：We investigated the effects of the combination of abdominal obesity 
and high-sensitivity C-reactive protein (hsCRP) level and the combination of metabolic 
syndrome (MetS) and hsCRP level on microalbuminuria in general Japanese population. 
Percentage of individuals with microalbuminuria was higher in the abdominal obesity with 
high hsCRP group than in the abdominal obesity only and high hsCRP only groups. The same 
results were obtained in the analysis of MetS and hsCRP. The combination of abdominal 
obesity and hsCRP and the combination of MetS and hsCRP may become a good predictor for 
future occurrence of cardiovascular disease. 
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１．研究開始当初の背景 
 内臓脂肪の蓄積から種々の生活習慣病を
発生させ、心筋梗塞や脳卒中などの動脈硬化
性疾患の危険因子となる病態がメタボリッ

クシンドローム（以下 MetS）として注目され、
平成 20 年度からの特定健診・保健指導にお
いても重要な骨子として採用されている。日
本の診断基準においては、腹囲径で男性 85cm、
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女性で 90cm 以上の腹部肥満が必須項目とな
っているが、平成 16 年の国民健康・栄養調
査の結果では 40 代以上の男性の約半数、女
性では約 3割が腹部肥満の基準を満たしてお
り、保健指導の対象となるMetSあるいはMetS
予備群に該当する者が非常に多くなること
が予想される。よって保健指導の対象者とな
る MetS あるいは予備群の中でもより動脈硬
化性疾患発症のハイリスクのものを抽出し、
保健指導に重み付けを行うハイリスクスト
ラテジーの考え方は特定健診・保健指導が義
務づけられる各保険者にとってはマンパワ
ーの面や経済的な面からも重要となる。 
 
２．研究の目的 
 今回の研究では地域一般住民健診受診者
を対象に、現在の腹部肥満や MetS に加えて
新たな項目をプラスすることで重点的に指
導を行う必要があるハイリスクの腹部肥満
や MetS を効果的に抽出することが可能とな
るかを検討する。新たな項目として、今回は
特に炎症のマーカーであり、将来の心血管疾
患イベントの予測因子としても注目されて
いる高感度 CRP（hsCRP）に着目して、腹部肥
満や MetS との組み合わせによって、微量ア
ルブミン尿をサロゲートマーカーとした心
血管疾患に対するハイリスク者の同定を試
みた。 
 
３．研究の方法 
 対象は壮瞥町住民健診受診者 722名のうち
高血圧、糖尿病、脂質異常症にて治療中の者
を除いた 353 名である。早朝空腹時に身長、
体重、臍周囲腹囲径、安静坐位血圧値、採血
にて血糖値、総コレステロール値、中性脂肪
値、HDL コレステロール値、高感度 CRP 値、
随時尿にて尿中クレアチニン値と尿中アル
ブミン値を測定した。わが国の MetS 診断基
準に基づいて腹部肥満（男性腹囲≧85cm、女
性腹囲≧90cm）と MetS を判定し、hsCRP に関
しては中央値で高 hsCRP と低 hsCRP を判定し
た。また随時尿における尿中アルブミン・ク
レアチニン比（UACR）≧30mg/g・Cr を微量ア
ルブミン尿陽性と判定した。対象を腹部肥満
で低 hsCRP の正常群、腹部肥満単独群、高
hsCRP 単独群、腹部肥満＋高 hsCRP 群の 4群
に分けて、微量アルブミン尿陽性との関連に
ついてロジスティック回帰分析を用いて検
討を行った。また対象を MetS 非該当で低
hsCRP の正常群、MetS 単独群、高 hsCRP 単独
群、MetS+高 hsCRP 群の 4群に分けて、同様
の検討を行った。 
 
４．研究成果 
 高血圧、糖尿病、脂質異常症の治療者を除
外した解析対象における腹部肥満の頻度は
33.4%、MetS の頻度は 7.4%、微量アルブミン

尿の頻度は 9.3%であった。 
腹部肥満と CRPの組み合わせと微量アルブ

ミン尿との関連では、正常群での微量アルブ
ミン尿の頻度が 5.8%に対して腹部肥満単独
群は 10.4%、高 hsCRP 単独群で 9.8%、腹部肥
満＋hsCRP 群で 20.3%であった（図１）。MetS
と CRP の組み合わせでは、正常群での微量ア
ルブミン尿の頻度が 6.2%に対して MetS 単独
群で 25%、高 hsCRP 単独群で 12.8%、MetS+高
hsCRP 群で 27.8%であった（図２）。 
 

図１．腹部肥満と hsCRP の各群における微量アルブミン尿の頻度 

図２．MetS と hsCRP の各群における微量アルブミン尿の頻度 
 
微量アルブミン尿陽性を従属変数としたロ
ジスティック回帰分析を行うと、年齢、性別、
喫煙、収縮期血圧値、空腹時血糖値、総コレ
ステロール値、血清クレアチニン値で調整後
のオッズ比は、正常群を対照群として腹部肥
満単独群では 1.27（95%CI：0.30-5.43）、高
hsCRP 単独群では 1.52（95%CI：0.41-5.66）、
腹部肥満＋高 hsCRP 群では 3.98（95%CI：
1.28-12.31）であった。また同様のロジステ
ィック回帰分析を MetS と hsCRP の組み合わ
せに関しても行うと、正常群を対照群として
MetS 単独群のオッズ比は 5.80（95%CI：
0.86-39.13）、高 hsCRP 単独群では 2.70
（95%CI：0.99-7.28）、MetS+高 hsCRP 群では



 

 

6.58（95%CI：1.34-32.08）であった（表１）。 
 
表１．ロジスティック回帰分析の結果 

 オ ッ

ズ比

95%信頼区間 p 値 

正常群 1.00 － － 

腹部肥満単独群 1.27 0.30-5.43 0.749 

高 hsCRP 単独群 1.52 0.41-5.66 0.532 

腹部肥満＋ 

高 hsCRP 群 

3.98 1.28-12.31 0.017 

正常群 1.00 － － 

MetS 単独群 5.80 0.86-39.13 0.071 

高 hsCRP 単独群 2.70 0.99-7.28 0.051 

MetS+高 hsCRP 群 6.58 1.35-32.08 0.020 

 
今回の検討より、日本基準の腹部肥満や

MetSに該当しさらにhsCRPが高値を示すもの
が、腹部肥満単独、MetS 単独、高 hsCRP 単独
よりも微量アルブミン尿に対するハイリス
ク者であることが示された。微量アルブミン
尿は腎障害の早期マーカーとしてばかりで
なく、全身の血管内皮障害を反映するマーカ
ーとしても知られており、微量アルブミン尿
が将来の心血管疾患イベントの予測因子と
しても注目されている。よって、腹部肥満や
MetSに高感度CRPを組み合わせることによっ
て特定健診・特定保健指導においても将来の
心血管疾患に対するハイリスク者の効果的
な抽出・指導に役立つ可能性が示唆された。 
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